
製品事故の予防



製品事故の予防

その商品！大丈夫？
「激安」に惹かれて買ったけど・・・②



「激安」に惹かれて買ったけど・・・②

欲しかったモバイルバッテリー、ネット通販で激安商品を見つけたので購入した。



「激安」に惹かれて買ったけど・・・②

届いたモバイルバッテリーを早速使い始め、かばんに入れて持ち歩いていた。



「激安」に惹かれて買ったけど・・・②

何か変な臭いがする、熱いなあと思ったら、モバイルバッテリーから火が出て、
モバイルバッテリーとかばんの一部が燃えていた！



【モバイルバッテリーの発火実験映像】は下記URLからご覧ください。
https://www.caa.go.jp/policies/future/project/project_003/contents_001/movie.html

かばんに入れていたモバイルバッテリーが発火、 製品と周辺が燃えてしまった。



【扇風機の発火事例】

【再現実験から】

扇風機が長期使用（約36年）によるコンデンサーの絶縁劣化により、
ショートして発火し、周辺が焼損してしまった。



【ヘアドライヤーの発火事例】

【再現実験から】

ヘアドライヤーの電源コード付近から火が出て、子どもが足にやけどを負ってしまった。



製品の安全性を過信せず、
買うとき、使うときにはしっかり調べよう！

安全は消費者の基本的な権利であり、多くのメーカーが安全第一で製品づくりに励んでいる。

安全性が不十分でないか、確認して購入しよう。
取扱い説明書などをよく読み、正しく使用しよう。
製品の安全性の確認と、正しい使い方をすることは、消費者の責任であるこ
とを自覚しよう。

CtoCを利用する時の注意点 （案） 資料１製品事故の予防


